
感染症情報 ６月２５日～７月１日 

①感染性胃腸炎 

④手足口病 

②溶連菌感染症 

③咽頭結膜熱 

⑤ヘルパンギーナ 

１０４２例（堺市   ４１例） 

５７４例（堺市   ５６例） 

１８１例（堺市  １４例） 

１５５例（堺市   ２例） 

１５１例（堺市   １例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比１．７％増の２，４７０件であった。 
 

 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、咽頭結膜 
 

熱、手足口病、 ヘルパンギーナの順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週より１２％減、堺市では前週より２８％ 
 

減であった。溶連菌感染症は府下で前週より２％増、堺市で前週 
 

５０例→今回５６例で１２％増であった。咽頭結膜熱は府下で前週 
 

比１６％増、堺市で前週１５例→今回１４例であった。この１４例のう 
 

ち５例が当科であった。手足口病は府下で前週より６３％増、堺市 
 

では前週が０例で、今回が２例であった。ヘルパンギーナは府下で 
 

前週より１０１％増、堺市で４例→１例であった。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ  ３例（堺市    ０例） 

府下小児科１９８医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０４医療機関（堺市２９）から 


